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類があります。一つ 温室効果ガス排出の節約によって生まれる排出権で、 ま一つは排出削減プロジェクトによって創り出される排出権です。前者は、上限排出量（これは蓋を意味するＣＡＰという名で知られています）が付与され、その枠内であれば課徴金が求められないという仕組みです。この 「課徴金なしで排出することができる」という性質が、この排出枠を「権利」 呼ぶゆえんです。より具体的に、図１を用い











とはしません。例えばＣＡＰが課されていないＣ国に、温室効果ガスであるメタンを大量発生させるごみ処理場があるとし（図２を参照） 。このごみ処理場にメタン回収設備を導入し、メタンの排出を抑え 、その抑制量が排出権として創出されます。前の例と同様に、排出量がＣＡＰを超過しているＢ国は、このプロジェクトから創出される排出権を購入するこ により、超過分の排出が可能となります。以上のような
メカニズムがＣＤＭであり、温室効果ガス排出の数値目標（すなわちＣＡＰ）の無い途上国においても、排出削減を促す仕組みとして機能しています。●ＣＤＭの具体例
　私が働いている三井物産は、ＣＤＭプロ




も っ と や さ し い






二〇〇五年に急激に伸び、二〇〇七年には五億五〇〇〇トン、金額にして七四億ドル（約六七〇〇億円） に達しました。排出権は、プロジェクトが実施され 排出削減の事実が確認されてから発効されるので、実際の資金移転は数年後になりますが そのころには先ほどのお金が途上国のプロジェクト事業者に流れることになります。
　ここで、この七四億ドルという額の取引










防止、オゾン層保護、生物多様性、国際水域の四分野で、原則として無償資金を提供しています。現在、地球温暖化防止のために、年間二 ・五億ドルの資金提供が行われていますが、これは二〇〇七年度にＣＤＭによって創出された排出権総額の三％程度に過ぎません。ＧＥＦは排出削減プロジェクトへの資金提供以外 役割もあるので、このことがＧＥＦの意義を失わせるわけはありませんが、ＧＥＦによって動員 きる資金が、ＣＤＭと比べて小さ の 明らかです。
　もちろん、ＯＤＡによる資金流入にはＧ









































































































（出所）World Bank, State and Trends of the Carbon Market 2008.
図２ 図１
